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表 8　神奈川県西南地域の気象環境
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を覆っていた。スギについては、この地域周辺
の広い範囲で植栽されていたので、出現数が多
いのはこの影響だと考えられる。またアオキは
耐陰性に優れた樹木で、比較的湿った土地で生
育する傾向がある。
上層を覆うスギは、イヌガシの生育に適した
日照条件を作っているのかもしれない。写真 3
は天照山での南斜面の様子である。柱のように
映っている大木がスギで、その下で低木～亜高
木として繁茂しているのが、イヌガシやシロダ
モ、アオキといった常緑広葉樹である。スギの
樹冠下は、写真 3で見られるようにある程度の
光が透過して、イヌガシを含む常緑広葉樹の生
育を許容する場合が少なくないようである。
イヌガシが出現した場所は南向き斜面が多
く、北向き斜面での分布は確認されなかった
（表 2）。しかし永松ら（2002）による宮崎県綾
町の照葉樹林の個体群構造の研究では、北向き
斜面でもイヌガシの分布が確認されている。神
奈川県内に生育しているイヌガシについて北向
き斜面での分布が確認できなかったのは、まだ
北向き斜面まで分布拡大がなされていないため
なのかもしれない。
川県においてもイヌガシの分布は気温よりも冬
期降水量の分布との関係が重要なのかもしれな
い。なお、イヌガシの多い地域とそうでない地
域とにおいて、地質や土壌についての大きな違
いは見いだされなかった。
イヌガシの直径階分布は、胸高直径10cm未
満の個体が多く、サイズが大きくなるにつれて
本数が少なくなる結果となった（図11）｡ また
樹高階分布では大きな差はみられなかったが、
樹高 1m～2mの個体が若干多い結果となった
（図13）。このようなイヌガシのサイズ構成から
考えると、今後、少なくとも湯河原町付近で
は、分布域のさらなる拡大が見込めるのではな
いだろうか。
3 .　イヌガシが生育していた群落の特徴
毎木調査の結果、イヌガシの周辺に生育して
いた樹木の中でもスギとアオキの 2種の出現率
が最も高い結果となった（表 6）。アオキはほ
とんどが低木で低い位置で繁茂しているのに対
し、スギは樹高が高くしばしばイヌガシの上空
図16　 神奈川県南西部における冬期（12～2月）の
平均降水量
神奈川県管理水位・雨量観測年表より作成
写真 3　 天照山南斜面のスギ植林下に生育するイ
ヌガシ個体群
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